

















で昭和一四年から終戦までの佐多について「時代の強圧のもとで、じりじりと後退していった姿と、この時期の作品 モチーフの不確かな、特に一編の結末部分が要領を得ぬままに終わっている作品多いこととは無関係ではないように思う。反戦を作品に盛り込む苦心の現れともいえるが、婉曲 表現の多用がモチーフを結局 晦ましてしまっているのである」と指摘しているが 『夢の彼方』にもこの指摘は当てはまる。中心人物の突然の発狂、そこから一転工場
街の託児所に場面が移り、そこの子供たちの病の話で幕を閉じる展開にはいささか戸惑わされる。が、そこには遺伝性 性病の存在が横たわり、それはひいては花柳病対策の不備の問題でもあり、佐多が何らかの国策批判の意図を込めている気配は十分に察せられよう。
工場の「小僧」をしていた雄吉は切ないまでの上昇志向ゆえに

























に実母が亡くなった後、後妻となったお好に育てられ、そ 後雄吉には次々と弟妹が増え続けている。久蔵は無口な好人物として描かれ、長男である雄吉への接し方も寛容で 家庭は貧しいな らも穏やかに治まっているが、雄吉はこの家 染みついた「 乏暮らし」の臭い、文化的な気配の さに違和感や不満、ある は諦めのこもった悲しみを抱きながら成長していく。
雄吉は、高等小学校を卒業後、父親の出入りしているあるメリヤ
ス工場へ「小僧」として就職した。そこで働く「年増女工」たちにとって、 「可愛い 雄吉は格好のからかいの的とされた。雄吉にはそれを職場になじめた喜びとすることはできず、 「女工たち 遠慮
のなさやみだらな態度にも自尊心を傷つけられ」るような毎日を送っていた。
小学校の時から勉強のできた雄吉には、彼なりに抱く将来への希
望があった。 「利発で、憎げのない顔」 「大工の子に似ない品の良い顔立ち」と表現される雄吉の容貌も、周囲の彼に対する扱いを一段高いものにしたに違いなく、それがまた雄吉の将来への希望を膨らませる種になったであろう。小学校卒業後、中学校へ進学しなかったのは家庭の経済的事情と思われるが 高等小学校へ進学したのは、そんな中でも勉強を続け い う雄吉の希望が通ったも かと思われる。メリヤス工場に就職したのも、 「小僧にやられた」とあるところから、彼の積極的な意志ではなかっ に違いない。
意に染まぬ形で社会に出た一五歳の雄吉が、その後、成長に従っ








時体制の強化 鉄道産業を興隆させ 以後 船舶不足とガソリンの消費規制により、海運や自動車を大きく上回り、鉄道 輸送事業の柱となっていった
⑺
。
『夢の彼方』の作品内時間に関わるところでは、昭和七年の「満州国」建国により、日本から朝鮮半島、そして中国大陸へと向かう軍事・生活物資輸送の需要が拡大していることに注目したい。 中開戦前とはいえ、すでに鉄道整備による戦闘態勢への構えは作られ始めていた。日本政府は首都・東京と大陸との間に人や物資を迅速・確実に大量輸送できる「弾丸列車」 計画 立てていた。東京を出発して直線距離で下関へ、そこから関門トンネルをく
ぐって小倉・博多を経由、佐賀の呼子から再び海底トンネルをくぐり、壱岐・対馬を経 朝鮮半島へ上陸、釜山から京城へ 半島を北上し、 「満州国」の奉天 して北京が終点、ここまで約
24時間



















成させ、学問を身につけ、満足いく期間を経てから社会へと踏み出したかったし、アカデミックな雰囲気に身を浸らせておきたかった。十分に就学期間を持った者の受ける社会的尊敬や、彼らが持つ余裕のようなものにも強烈な憧れを抱いていた。そして自分もその一群に入り込み、生きていくだけがやっとの貧しい大衆とは一線を画した、認められた存在になりたか のだろう。むろん、彼の境遇から大学生になることは難しかっ と思われるが それでも彼が少しでも「工場の小僧」という身分 らの脱出を切望し、 「鉄道学校」を一つの足掛かりにしようとしたことは自然ななりゆきと言えよう。久蔵も雄吉には一目置いており、信頼を寄せている で、反対されることはなく、雄吉の鉄道学校への「進学」は許された。
六○○人を超す応募者から約二○倍の難関を潜り抜け、たった三







らない。指導員の監視に 、戦時下の軍人のような張りつめた威圧感はない。それでも、彼らは「官営工場」の熟練者であ 、この時期の「官営工場」は国策に沿った軍需工場を意味しよう。したがって指導員には「官営の権柄な気風」も漂っている。しだい 雄吉は指導員に見せる姿と内面 自分との分裂を抱えるようになる。
作業への熱心な取り組みの成果として「手だけが、頭の神経とは






雄吉と同様高い倍率を潜り抜けて集まった若者たちだが、必ずしも鉄道技師を目指す者ばかりではない。雄吉のよう 、それまで身を置いていた環境からの脱出手段として鉄道学校に応募した者たちは、「鉄道」関係という業種の中でうまく夢を描くことができない。映画好きな平井はシナリオを書きたいと考えているし、いい家庭育ったという西川は声楽の素質を持ち、歌うことの方が熱心であるし、子のない家庭の養子にされながらそのあ に実子が生 しまったという境遇の久保も、自らの生きる場を求めて技工見習に職を求めただけであった。
作品内時間の昭和六年から、それが読まれた一五年までの間に変




























二十銭組」として現場に出ていった。そこでも雄吉は、自己表現への欲求と、それを ないでは られない自分への嫌悪を繰り返し、神経を疲れさせる。それは、雄吉が自分の所属する階級 いやというほど自覚し、それゆえに誰よりも努力する自分を とおしみ、そこに自尊心を築いてきたからこそ起こる葛藤でもある。
雄吉は久蔵ともお好とも、さほど関係は悪くなく、鉄道学校を終
えてからは自宅に戻って暮らしている。たくさんいる弟妹にも愛情深い長男である。彼の悲しみの所在は、家族その のでは く、臭いが染みつくほどの貧乏暮ら が、雄吉の望む生き方を阻ん きたという思いだろう。幼いころ、新 いゴム長を買って貰った心の弾みから、水溜りを踏み散らした雄吉は、お好に平手で幾度も繰り返

























誇りを手にさせたが、そのことは彼にいささかのエリート意識を持たせ、見ないで済んできた「インテリ」の存在に気づかせてしまった。雄吉は自身の手にした自信や誇りが大したものではないと思わざるを得なくなり、さらなる閉塞感に追い込まれるに至ったのであろう。「夢の彼方」とは、のびやかに自分を生かしたい、何にも桎梏を感じずに生きてみたい、という雄吉の「夢」 実現が、手 届かない遥か彼方 あることを意味するタイトル はな か そして彼は、自身の力ではどうしようもないものの力によって、夢を絶たれてまう。最終シーンにおいて、工場街の託児所が描かれる。そこには元気









あるとして彼女たちに厳しい取り締まりや検査が行われた。公娼・私娼と関係を持った男性が性病に感染し、さらに妻に感染させるというケースは後 絶たなかっ が、男性に対する の義務付けや、ましてや既婚男性の婚外交渉を取り締まる法は成立しえなかった。母体からさらに胎児へ、という感染についてはあまり知 れていなかった節もある。「女には純潔を男には性的自由を容認する性倫理の二重基準のもとで夫に性病を感染 せられ 女性の怒り
⒁
」を受け、日本キリスト





買い手である大量の男性客には何ら 制限もかけなかった であるから、性病対策をどれほど真剣 考えていたのか疑わしい。それいなが 日中開戦後には、国民に「子宝報国」を強要し、早婚・多産こそ女性の務めとして奨励した。が、そ 結果、たとえば先の工場街にも子供があふれてい もの 、そのほ んど 遺伝性の性病によって雄吉と同様の将来を危ぶま る結果をもたらしている。女







展開は示唆に富む。雄吉の発症以来、久蔵は急に老け込み、お好も泣いたような目で過ごしている。それは期待をかけた雄吉が発病したせいばかりではない。 「工場街」と雄吉の家は近い。雄吉の下に次々と生まれた弟妹達 も、同じ病 危険は濃厚だろう。悲劇の連鎖は 広がる。
昭和六年あるいは一五年という時間、そして遺伝性の性病という











　『分身』 （ 『文蓺春秋』昭和一四年七月） 、 『気組』 （発表誌未詳） 、 『矜持』




















が誕生した』 （アスペクト、平成 一年四月） 、 『時空旅人
　
vol.19　
日本
を支えた鉄道の歴史』 （三栄書房、平成二六年四月）等を参照した。
⑻
　『幻の１９４０年計画
　
太平洋戦争の前夜、奇跡の年が誕生した』 （⑺
に同じ）より。
⑼
　
ケネル・ルオフ著／木村剛久訳『紀元二千六百年
　
消費と観光のナ
ショナリズム』 （朝日新聞社出版、平成二二年一二月）より。
⑽
　
⑼に同じ。
⑾
　
ほぼ同じエピソードが佐多稲子『若き妻たち』 （ 『婦人公論』昭和一七
年九月～一二月）にも使用されている。
⑿
　『最新
　
医学大辞典
　
第
3版』 （医歯薬出版、平成一七年四月）等を参
照した。
⒀
　
藤目ゆき『性の歴史学
　
公娼制度・堕胎罪体制から売春防止法・優生
保護法体制へ』 （不二出版、平成一七年一二月） 。
⒁
　
⒀に同じ。
※
　
本文よりの引用は、佐多稲子全集第三巻（講談社、昭和五三年二月）
による。
